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テーマ
「これから求められる
ものづくり人財（人材）とは？」



ひむか未来マイスター・ハイスクール事業（令和３年度～）

・デジタル技術を活用した付加価値の高い商品開発やビジネスモデル変革を
目指すこれからの地域産業界を担う人材の育成。

・予測困難な社会の変化にも主体的に対応できる資質・能力を有する人材の
育成。
・地元企業のもつ技術力や存在意義などの魅力に触れ、自らもそうした企業で
持続可能な地域や社会の実現に貢献しようとする態度の育成。

高校段階での人材育成として、「ＩＣＴを活用したものづくり」に力点を置い
たカリキュラム開発（機械科）からスタート。地域産業界等のニーズを踏まえ
ながら他学科へ展開。長期的な人材育成の視点に立ち、高校内でFabLab（ファ
ブラボ）を新たに設置し、延岡市民のものづくりの拠点を目指す。

目標

概要
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宮崎市

実
施
体
制

機械
電気電子
情報技術
土木
環境化学システム
(生活文化)

管理機関

代表
延岡鉄工団地協同組合
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校内
事業推進委員会

宮崎県教育委員会

延 岡 市 (一社)宮崎県工業会

ﾏｲｽﾀｰ・ﾊｲｽｸｰﾙ
運営委員会

ﾏｲｽﾀｰ・ﾊｲｽｸｰﾙ
事業推進委員会

連携（延べ106社）

INOBECH協同組合
に名称変更
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ひむか未来マイスター・ハイスクール事業（令和３年度～）



事業計画

１年目 ２年目 ３年目 ４年目以降

機械科実習の充実 機械科実習の更なる充実 機械科実習新ｶﾘｷｭﾗﾑ

ニーズ調査
機械科以外の取組や大学等と
の連携の在り方などの検討 （具体的な取組）

FabLab環境整備 FabLab環境整備・試験運用 FabLab環境整備・本格運用

※「ICTを活用したものづくり」に力点を置いたカリキュラム開発
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ひむか未来マイスター・ハイスクール事業（令和３年度～）
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令和４年度の取組について

１ ＦａｂＬａｂ（エンＬａｂ）の活用

ＩＣＴを活用したものづくり

２ Open Badgeの取得

※元永ＣＥＯからのご提案

※延岡の延（エン）と地域の縁（エン）よりエンＬａｂと命名

※Open Badgeとは、知識・スキル・経験のデジタル証明で、
レベル１は、IT、AI、IoT、Garageの４分野からなる。



宮崎県立延岡工業高等学校

１エンＬａｂの活用について

①３ＤＣＡＤを使った３Ｄプリンタによる製作実習

②ものづくり教室開催（旭化成株式会社とコラボ）

③機械技術部での取組
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エンＬａｂ前 エンＬａｂ現在
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２年実習おいて、CADソフト｢SolidWorks｣の基本を学び、
オリジナルのネームプレートを製作

①３ＤＣＡＤを使った３Ｄプリンタによる製作実習
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８月２０日（土）に本事業のＣＥＯが在籍されている
旭化成株式会社地域活性化推進グループ様と共同で、
小学生を対象としたものづくり教室を開催

②ものづくり教室開催（今後も定期的に実施予定）
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本校機械科は、レーザープリンタを使った

｢オリジナルタンブラー｣製作



宮崎県立延岡工業高等学校

地域活性化推進グループは、バスボムの化学反応を
利用したペットボトルロケット体験
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アンケート結果１
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アンケート結果２
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アンケート結果３

プレゼントしたうさぎ
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③機械技術部での取組について

機械技術部では、各自でテーマを決め、｢SolidWorks｣
で図面をかき、３Ｄプリンタで製作をしています。
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・機械科全学年において、講義をしていただき、試験
を受け、合格した生徒に電子バッジを付与した。

２ Open Badgeの取得について

・機械科１，２年生については全員取得を目指し、
３年生については、希望者のみの取得とする。

更に現在、情報技術科においても取得に向けての準備を
進めており、他学科へ拡大している。
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元永ＣＥＯによるOpenBadge取得に向けての講習会
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生徒企業実習について

地元企業のもつ技術力や存在意義などの魅力に
触れるという観点

機械科３年生の１名が１０月１９日より

計８週に渡って、地元企業の旭有機材

株式会社で実施

生徒企業見学について

１年生については１２月１５日（木）

２年生については１月２７日（金）に実施予定
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産業実務家教員について

｢SolidWorks｣やＮＣ工作機械を使うことに卓越した方
になっていただきたいと、昨年度より県工業会、延岡市
等に打診をするが未だに決まっていない。

各会社にとって、設計者やＮＣ工作機械を扱う方は貴重
な存在であり、実務家教員にとして出すことは難しいと
いうことであった。
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産業実務家教員について

昨年度３回行われた延岡市工業振興ビジョン推進分科会のまと
めにおいて、新しい技術・専門力だけでなく、既存の技能・職
人技との双方が必要であり、そのバランスが重要であるとの見
解を得た。

旧延岡鉄工団地協同組合（現ＩＮＯＢＥＣＫ協同組合）に打診

賛同いただいた４社に説明

参加者：山内校長、松浦教頭、藤﨑指導主事、古川

本校機械科の実習項目に
おいて、賛同いただける方
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産業実務家教員について
先日、制御盤等を製造している株式会社修電舎様がシーケンス
制御の実習を見学された。

株式会社昭和・・・旋盤、フライス盤
森山工業株式会社・・・旋盤、フライス盤、ＴＩＧ溶接
向陽ﾌﾟﾗﾝﾄｻｰﾋﾞｽ株式会社・・・アーク溶接、ガス溶接

他の３社も

課題として・・・

学校の実習機材と現場で使用している
機材が大きくかけ離れている。

シーケンス実習機材
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課題について

・産業実務家教員について、企業にとっては従業員の一人一人が
が貴重な戦力であり、なかなか出しづらい現状がある。学校に
も企業にもプラスになる方法はないか。

・思った以上にエンＬａｂに設置した３Ｄプリンタの維持費がか
かり、修理となった際に多額の出費となり、令和６年度以降ど
のように運用していくか。

・この事業に掲げる人財の育成や態度の育成という目標において、
どのようにしてその成果や効果をはかるか。
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令和５年度に向けての取組

新しい技術・専門力だけでなく、既存の技能・職人技
との双方が必要であり、そのバランスが重要

・皆があっと驚くモノ

・皆に喜ばれるモノ

・完成したときに達成感を
得られるモノ

「ワクワクするものづくり」

企業からの助言

本事業が目指す目標へのキーワード

外部の力が
必要不可欠



宮崎県立延岡工業高等学校参考資料 読売新聞10月9日掲載

令和５年度に向けての取組
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令和５年度に向けての取組

①エンＬａｂの更なる活用

・２～３ヶ月に１回の割合で、地元の子ども達や地域
の方を対象としたものづくり教室を実施

・世のため人のためになるようなモノの設計・製造
に挑戦

・３次元ＣＡＤ利用技術者試験や３Ｄプリンタ活用
技術検定といった資格取得
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令和５年度に向けての取組

②地域産業界との更なる関わり

・産業実務家教員の決定

・生徒及び教員の企業見学の充実

・ＣＥＯを中心とした学校の活性化

粘り強く思いを伝える

生徒も教員も地元企業を知る

外部の意見を幅広く取り入れ、求められて
いる人財を育てる



ご静聴ありがとうございました
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